

































法，いわゆる Bragglmaging Systemに関して行なった研究について述べたものである O

































一般に BraggImaging System による像には雑音が多く含まれる O 本研究においてはこれらの雑音
の種類ならびに周波数分布を調べ，雑音を軽減するための電気的処理方法を提案し，実験的にも本方
法が有効であること，ならびに実時間で像の検出感度の向上が計られることを示しているO
これらの結果は Bra館 lmagingSystemを非破壊検査，生体内部の観察などに応用する上で新しい
重要な知見を与えるもので，この方面の工学に貢献するところが大である o よって本論文は博士論文
として{面{直があるものと3忍めるo
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